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報告内容

１．地下水の利用について

２．汚水の放流先について

３．その他業務の進捗について
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旧農業大学校で地下水を散水用に利用していたこと、地質調査時点で地下水
位が高かったことから、地下水を有効活用できないか、調査及び検討を行った。

・調査及び検討内容
北部医療センターの１日あたりの使用予定水量430㎥を賄うためには約

500ℓ/分の地下水が必要なため、その全てを地下水で賄えないか検討を行い、
水量が少ない場合は雑排水としての利用等について検討を行った。

・調査の結果
敷地内で約80メートル程度ボーリングを行い、水質、水量等の調査を行った。

結果、水質は問題なかったが、井戸１カ所で１日あたりに安定的に供給できる
水量は約100ℓ/分程度で、500ℓ/分を確保するためには井戸が５カ所必要と
なる。しかし、５カ所の水脈が同じ場合は十分な水量は見込めない可能性があ
る。

・検討結果
調査結果を基に検討を行った結果、水道水と地下水を併用することとなった。

１ 地下水の利用について
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１ 地下水の利用について

地下水比較検討イメージ図（案①、②） ※直接整備
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１ 地下水の利用について

地下水比較検討イメージ図（案③、④） ※リース事業
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北部医療センターの敷地は下水道整備区域のため、汚水の放流先について、
基本設計時より名護市と協議等を行ってきたが、以下の経緯により下水道の
接続については課題があり、浄化槽の設置も含め、検討を行っている。

・Ｒ３年７月 ○下水道整備区域であるが接続先について協議が必要（市）
・Ｒ６年３月 ○敷地に近い北側系統は限界に近いため、圧送管及びポンプ

を整備し、南側系統への接続について検討すること（市）
・Ｒ６年８月 ①汚水管径のデータを基に組合で計算を行った結果、北側も

南側も放流可という結果となった。
②一方で名護市環境水道部からは、北部医療センターが放流
予定の汚水量が、市が定める汚水量の上限値（家庭汚水量）
を超えているとの指摘があった。【基準１】

③市によると、家庭汚水量を超えた場合でも、余裕率を考慮
した計算【基準２】により放流可となる場合も有るとのこと

・Ｒ６年９月 ○汚水貯留槽の可能性も含め検討したものの、結果として北
も南も適合しないこととされた。

・Ｒ６年10月 ○名護市環境水道部に対しては引き続き下水道接続を可能と
するよう要請しており、最適な排水方法について検討中。

２ 汚水の放流先について
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２ 汚水の放流先について（放流先ルート）

青色実線：北側系統(既存公共下水道)
赤色実線：南側系統(既存公共下水道) 赤色破線：南側系統(新たに約440m管路敷設、ポンプ整備)

建設予定地

1

2

南側系統接続位置

北側系統接続位置

旧農大の接続位置
(北側系統)

6



２ 汚水の放流先について
排水方法 比較検討イメージ図
（案①、②、③）

※ ランニングコストは設備の維持管理等に要する費用を算定したものであり、下水道料金や浄化槽薬剤・清掃費等の汚水処理費用は別途検討する。
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２ 汚水の放流先について
排水方法 比較検討イメージ図
（案④、⑤）

※ ランニングコストは設備の維持管理等に要する費用を算定したものであり、下水道料金や浄化槽薬剤・清掃費等の汚水処理費用は別途検討する。
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・公立沖縄北部医療センター敷地造成工事実施設計業務

３ その他業務の進捗について

・公立沖縄北部医療センターエネルギーサービス事業

・公立沖縄北部医療センター実施設計等支援業務

当初契約 令和５年９月19日～令和６年３月29日 → 改定契約 令和６年11月30日まで延長
（さらに建築設計の進捗に合わせて、令和７年３月末まで履行期間を延長予定）
・測量の結果、敷地内通路、造成レベル、擁壁等について基本設計時より若干変更が想定される
・現在、擁壁の構造計算、造成レベルの決定、雨水の処理などの詳細設計を実施
・建築設計との造成レベルや配置計画のすり合わせを実施

・想定エネルギー負荷の設定について、通常は最大値のみを想定するが、公立沖縄北部医療セン
ターにおいては、季節・時間帯のエネルギー負荷も想定して設定を行った。

・想定したエネルギー負荷に基づき、より省エネルギーを考慮した最適な機器の選定等を行うと
ともに選定した機器の配置計画を検討中

・配置計画や必要な設備など、建築設備設計とのすり合わせを随時実施

・運用検討委員会：新病院の運用設定にむけて、両病院にヒアリング等を実施
・医療機器検討委員会：医療機器の選定を実施し、同時に費用の削減案の検討及び県立北部病院
から提供可能な機器等について調整を開始

・情報システム検討委員会：最適な機器等について検討中
・今後、物流についてもワーキングチーム設置を予定
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